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アプ リケーション プ ログ ラムの紹介

1は じ め に

メーカが提供 しているアプ リケーシ ョンプ ログラム(以 後 アプ リケーシ ョンと略す)は,全 部で約

40本 あるが,当 セ ンターの機器 構成 では使用 で きない ものや,プ ログ ラムの提供が有 償な もの,利

用 資格の 制限があ るもの が含 まれ てい るため,現 在,当 セ ンターで利用 で きるものは,表1の とお り

で ある.

表1

SSLも ア プ リケー シ ョンの一部であ るが,当 セ ンターでは,ア プ リケ ーシ ョンと区別 してい る.

アプ リケ ーシ ョンの紹介は,広 報,講 習会,利 用の手引 な どでお こな って きたが,利 用状況 をみ る

と,特 にその分野に関係のあ る利用者 を除けば,あ ま り利用頻度は高 くないのが現状であ る.

た とえば,51年1月,2月 の 使用状況は,以 下の よ うで ある.

1月DYNAMO49件2月ADSL11件

QUANTAS8件DYNAMO98件

QUANTAS29件

ま た,一 つの アプ リケー シ ョンが継続的に使用 され ることはない.

この よ うに,SSLに 比 較す ると利用頻度が低い ことか ら,ADSL,SOLを 除 いて,こ れ らの シス

テ ムは磁気 テープに入 ってお り,LIBEを 使 って大記憶に うつす ステ ップを必要 としてい る.こ れ

らは,ジ ョブ制御 マクロを使用す る場合 自動的にお こなわれ るが利用す る場合には,ADSL,SOL以

外 は,B,C,Dの いずれかの ジ ョブ種別 を指定 しなけれ ばな らない.

次 に,表1に あげ たアプ リケ ーシ ョンについて,概 要 を簡単に述べ る.

2概 要



2・1MPS(MathematiealPregrammii}9Systemの 略)

数 理計画法の問題 を処理す るための システ ムで,線 型計画法,非 線型計画法の問題 を解 くことがで

きる.・

線型計画法の手法 と して は,改 訂 シンプ レックス法の逆行列積型式 を用 い,非 線型計画法では,デ

ル タ法 を用 いて いる。

線型計画法では,有 界変数 の導入に よって制約式 の数 を変 えずに変数,制 約式の上限,下 限 を処理

で きること,髄 約式の右 辺(定 数 項)に 負の値 を指定 で きること,お よびreinversien機 能 を もつ

ことが特徴 であ る.

非線型計画法の適用 では,次 のよ うな綱銀が あ る。

1)n個 の変数 を持 つ非 線型 関数 は,ど れ か一 つの変数 だけで あ らわ され るn個 の関数の和 に分解

で きるものでなければな らない。

Y=F(x)=Fl(x1)十F2(x2}十 ・……●喩十Fn(Xn》

2)織 個 の関数 のそれぞれは,部 分的に線型 近似で きるもの でなけれ ばな らない.

MPS言 語 は,MPS制 御 言語 とMPSプ ロ シージ ャか ら構成 され てい る.

MPS制 御 言語 は,FORTRANに 類 似 してお り,CALL文,算 術文,制 御 文,WRITE文,STOP

文,END文 か ら成 りたつ.プ ロシージャは,問 題 を処理す るときの機能単位で,入 力プ ロシージャ,

プ ロブ レム ・メンテナンスプロシージ ャ,最 適化 プロシージ々,最 適 化後の処理 をお こな う感度分析

プロシージ ャとパ ラメ トリックプロシージ ャ,出 力 プロシージャ,基 底の 回復 ・保存 プロシージ ャを

備 えて いる.各 プロシージ ャは,CALL文 で 呼びだ してつ か う.

MPSは,主 記憶の大 きさによ り3種 類 あ り,問 題の大 きさに よ り選択 して使用す るよ うに なってい

る.

*
2・2KEMPF/X(K・iginE・ ・n・血・t・i・M・tb・dPr・9・ambyFujit・u/・Xt・nd・d)

計 量経済 モデル分 析のための アプ リケー シ ョンで,富 士通 と日本 開発銀行 によ って共 同開発 された

ものであ る.

計 量経済モデル分 析は,経 済現象の因果 関係 を数式モデルであ らわ し,統 計的手法 を用 いて,そ の

因果関係 を数量的に把握 し,将 来の現象の予 測 を日 的 としている。

これ らの 目的 を効率 よく処理す るために,KEMP筑/Xで は,機 能 を,次 の4つ にわけてい る.

1)フ ァイル管理…デー タ加工,デ ー タベース作成およびユーテ ィリテ ィを含む.

2)季 節 調整………デ ータの季節調整 を行 うもので,EPA法,CENSUS法,MlTI法 を 含む.

3)モ デル推定……単一一モデル推定,連 立 モデル推定 をお こな う.

4)シ ミュレーシ3ン ・・誘導型係数作成,シ ミュレーシ ョン

ここで,用 い られて いる統計的手法は,次 の よ うに豊 富であ る.

*日 本開発銀行の略



EPA法 で は,EPAIX-4C法,EPAIX-8法(経 済企画庁作成),CENSUS法 で は,CEN

SUS皿X-10,CENSUS皿X-11(USAセ ンサス局 とNBER作 成),MITI法 で はMITI法 皿

(通 産省大 臣官房 調査統計 部作成),単 一 モデル推定では,直 接最 小二乗法,3--PASS最 小 二

乗法,係 数相 等性,連 立 モデル推定 では,二 段 階最 小二乗法,制 限情報 最尤法,K類 推定法,シ

ミュレーシ ョンでは,誘 導型 作成,シ ミュレーシ ョン ・予測 が用 い られ てい る.

この システムでは,フ ァイル を介 して,(1)～(4)の 連 続処理 ができる.ま たデータベースはMULVA

/Xと 併 用で きるよ うに作成 されて いる.

この システムは,官 公庁,国,企 業 などの政策決定 および意志決定 などの マク ロモデル,企 業 モデ

ルな どの分析,需 要予測,企 業分析 などに広 く利用で きる.

2・3MULVA/X(MULti-'VariateAnalysis/eXtended)

多 変 量解析のための アプリケ ーシ ョンで,次 のよ うな手法 を もつ プログラムと,こ れ らをコントロー

ルす る制御文 か ら構成 され ている.

1)主 成 分分析 ・因子分 析

2)直 交回転法…… クアーチマ ックス法によ る直交回転法,バ リマ ックス法に よる直交回転 法

3)斜 交回転法……一般 オ ブリ ミン法,カ イザーデ ィクマン法

4)因 子評点の推定

5)正 準相嬰分析

6)判 別分 析………2グ ループの判別関数,3グ ループ以上の判 別関数,重 判別関数,マ ハ ラノ ビ

スの距 離によ る判別

7)検 定 平均の一様性 の検定,等 分散共分 散行列 の検定,単 相関行列 の検定

制御文 では,こ れ らの プログラムの指定,デ ータの形式,実 行 に必要 なパ ラメータの指定,終 了 の

指示 などを与 える.

MULVA/Xで は,同 系列の プログラムでは,制 御文 によって連続処理がで きる.

また,KEMPF/Xデ ー タ加工 プログラムが作成 した 回帰分析型の データをその まま入力デ ータと

す ることがで きる.

2・4QUANTAS(QUANTificationAnalysisSyetem)

世 論 調査や市場調査な ど,ア ンケ ー トデー タに対 す る解析 ・予測のための アプ リケー シ ョンで,林

知 己夫 氏(文 部省統計数理研究所)に より開発 された数量化理論のプ ログラムであ る.

QUANTASは,次 のよ うな機能 をもつ.

1)入 力 デー タ作成

大 量のデータに備 えて,大 記憶,磁 気テープに カー ドイメー ジで デー タフ ァイルを作成 す る.

2)数 量 化理論

第1類 ……外的基準 が,数 量で与え られ た場 合で,サ ンプルの アイテム ・カテゴ リーへの反



応パ ターンか ら,外 的基準 を もう とも効率よ く予測 で きるよ うに,各 アイテム ・

カテゴ リー数髭 を与 える。

第R類 ……外的基準が分類で与 え られてい る場合で,第1類 と同様 に,各 アイテム ・カテ ゴ

リーに数量 を与 える.

第 租類……外的基準が ない場合で,特 性(分 析対象 とな る各 カテ ゴリー)と サ ンプルを同時

に分類す る.サ ンプルの分類のた めに,サ ンプル属性(性 別,年 令 など)の アイ

テ ム ・カテゴリーに 対 して,分 析 をお こな う.

こ こで,外 的基準 とは,テ レビ視聴率,広 告注目 率な どの分析,予 測 をしよ うとす る もの

をさす.ア イテ ムとは,外 的基準に影響 をあた える要因 をさす.カ テゴ リーとは,ア イテ

ム をい くつかの範 ち ゅうにわけた もの をさす.

3)質 閥 項 目の統廃合

全 回答数に対 して,回 答数が規準以下の質問項 目を統廃合す る。

4)必 要な アイテム ・カテ ゴリー の任 意選択

QU『ANTASを 使 用す る場 合は,数 量化理論の各 プログラムで きめ られた仕様に したが って作成 さ

れ たデー タのほかに,標 題,名 称,ア イテム ・カテ ゴ リー数,分 析アイテ ム指定,分 析終了,コ ン ト

ロール カー ドな どが必要であ るが,制 御文はない.

2・5GPSS(GeneralPu叩oseSimulationSystem)

システムの中 での個々の ものの動 きを問題 とす る離散系モデル用 の シ ミュレーション 言語 で,窓 口

業務 など主 として待 ち行列モデルの解析に向 く.

GPSSは,汎 用 シ ミュレーション 言語 として,習 得が容易で,使 い易い といわれてい る。

シ ミュレーション 言語 で,広 く使われてい る述語に,エ ンテ ィテ ィ(Entity),ア トリビュー ト

(Attribute),アクティビティ(Activity),イ ベ ン ト(Event)が あ る。

エ ンテ ィテ ィは,シ ミュ レー トす るシステム を構成す る要素であ る.工 場におけ る機械 な ど.

ア トリビュー トは,エ ンテ ィテ ィの属性であ る。1つ のエ ンテ ィテ ィには,一 一般 に複数個の属性が

あ る.

ア クテ ィビテ ィは,エ ンティ テ ィの動作,役 割 を定 め るもので,た とえば,r機 械(エ ンティティ)

は部品 を加工す るものjが,そ れであ る.

イベ ン トは,ア クテ ィビテ ィの結果 として生 じた システム内のあ る時点での状 態の変化 を さす.

G?SSで は,エ ンテ ィテ ィが アクテ ィビテ ィに移 ってい くとい う考 え方で シ ミュレー シ ョンを実行

し夢 状態の変化がア

ドリ ビュー トの変 化

であ る もの として と

らえ られ る.

GPSSで,エ ンテd

表2

エンテ ィテ ィ ア トリ ビュー ト アクティビテ ィ

トランザクション パラメータ,プ ライオリティ ブ9ッ ク・タイプ命令

ファシリティ(サ ー臨 単位1)使 用状態

ストレージ(サーヒス単位1以 上)容 量,使 用量



テd,ア トリビュー トtア クテ ィビテ ィの代表 的な ものは表2の よ うに なる.ト ランザクシ ョンは,シ

ステ ムの中 を動 き回る要素で,駅 の 切符売場 の例 では,客 が トランザクシ ョンで あ り,行 先,料 金 が

パ ラメータに なる.フ ァシ リテ ィは,サ ー ビス単位 が1で,ト ランザ クシ ョンを一度に1つ しか処理

で きない もの を表わす.駅 の切符売場 は,こ の例 であ る.ス トレー ジは,サ ー ビス単位が1以 上の も

ので,ト ランザクシ ョンの並行処理で きる もの を表 わす.倉 庫は,そ の例 であ る.

GPSSで は,ア クテ ィビテ ィをブロ ックタイプ命令 によ って示す.即 ち シ ミ、、レー トす るシステム

の構造 をブロック ダィアグラムに よって表わ し,そ れ に もとづ き,ブロック をつな ぎあわせ てア クテ

ィビテ ィを表 現す る.各 々の ブロ ックに,個 々の シンボルが きめ られ てお り,そ れに もとづき表現 す

る.た とえば,フ ァシリテ ィを使用 しよ うとす るときに は,右 の よ う

なシ ンボルで表わ し,図 の申の フ ァシ リテ ィ番号及 びシンボルを指定

す る.

ブ ロ ック タィブ命令 は,48個 用 意 されてお りfそ れ ぞれに シンポ

ルが きめ られ てい る.GPSSの 中 には,ク ロックがあ り,ブロック 内の トランザ クシ ョンの動 きは,

ク ロ ックに よ って3ン トロール され る.ク ロ ックには特定 の 単位 はな く,利 用者 が指定 で きる.

2・6SOL(SimulationOrientedLanguage)

GPSSと 同様 に,待 ち行列問題 を中心 とす るシステムに向いた シ ミュ レーション 言語 であ る.

SOL言 語 は,ALGOLに よ く類似 して お り,演 算式,関 係式 および大部分 のステー トメ ン トは

ALGOL的 で ある.GPSSが ブ ロックダイアグラムに よって,シ ミ・・レーション の構造が示 され る

の に対 して,SOLで は ステー トメン トに よって表現 され る.ス テー トメ ン トは シ ミュレーション の

機能 を記 述す るSOLス テ ー トメ ン トと,ALGOLの ス テー トメ ン トに類似 したSOL基 本 ステー ト

メン トか らな る.

SOL基 本 ステー トメン トでは,シ ステム固有のモデルの表現 をお こな うが,モ デルの構成要素 と

しては,プ ロセス(独 立 した事 象 を表現す る.こ の事 象の起動 をさせ る固有な トランザ クシ ョンを一

つ だけ もつ),ト ランザクシ ョン,フ ァシ リテ ィ,ス トア(GPSSで の ス トレージに 対応 す る),

テーブル(モ デルの中の変化 に応 じた ヒス トグラムの作 成 に使 う),全 体変 数,固 有変数,ク ロック,

一 様乱数
,指 数分布関数,正 規分 布乱 数な どの分布 関数があ る.

これ らの構成要素 を必要に応 じて組合せ ることによ って,モ デルの表現 をお こな う.

SOLス テ ー トメン トは大別 して,次 の7種 類21個 の ステー トメ ン トか ら構成 され ている.

ω トランザクシ ョンの発生 ・消滅 に関す るステー トメ ン ト

② 待 ちの制御に関す るステー トメン ト

③ 設備 ・統計量に関す るステー トメン ト

(4)シ ミュレーシ ョンの制御に関す るステー トメン ト

㈲ デバ ッグ

(6)デ ー タの入出力に関す るステー トメン ト



(7)設 備 に関す る宣言 ステー トメン ト

トランザ クシ ョンは,そ れ ぞれの状態に したが って,CC(CurrentChain)・FC(Future

Chain),CTC(CanceledTransactionChain)に つ ながれて リス ト構造 として扱われ る.ト ラ

ンザ クシ ョンは シ ミュレーシ ョンの開始時点では,プ ロセ スの個数だ けで作 られ,以 後 シ ミュレー シ

ョンの実行に したが って作成 されてい く.

SOLに は,標 準分布関数 と してい くつかの関数が備 え られてい る.ま た一つの乱数発生器が あ り,

そ れに もとず くライブラリを備 えてい るので,必 要に応 じて呼びだす ことが できる.

2・7DYNAMO(DYNAmicMOdel8)

DYNAMOは,1961年MIT(USA)のJ.W.Forre8ter教 授 の研究 になるID(Indu8trial

Dynamic8)理 論 が背景 とな ってお り,産 業,経 済 活動な どをシ ミュレー トす るための シ ミュ レーシ

ョン言語であ る.

IDの 理 論は,情 報 フィー ドバ ック理 論が もとにな ってお り,企 業,経 済 などの構造 とその意志決

定 に関す る時間お くれ の要素 を有機的に結 びつけてIDモ デルを作成 し,こ のIDモ デ ル をシ ミュレ

ー トす ることによ って
,シ ス テムの動 きを特徴 づけ る要素,政 策 方針のための動 的な情報 をと らえよ

うとす るものであ る.(た とえば,漁 獲高 を高 く維持す るためには,魚 とサ メの量のバ ランスか ら考

えて,ど のよ うな政策 で魚 を捕えればよいか とい うことな どが,そ の例 であ る.)

IDモ デ ルは,レ ベル(シ ステム内の流れ の蓄積 された もの,在 庫 品な ど),レ イ ト(レ ペル とレ

ベルの間の流れ の大 きさを示す),意 志決定 機構(レ ペルに関す る情報 か らどのよ うに して レイ トが

決定 され るか を数式 化す る),情 報 の流れ の組合せ か らな りたつ,流 れ の種類は,6種 類 に区別 され

てお り,記 述 の仕方 もきめ られてい る.物 の 流れ(原 料 な ど),注 文 の流れ(物,金,人,資 本 の ネ

ッ トワー クの うちでの要求),金 の流れ(債 権 な ど),人 の流れ(労 働 力),資 本 設備の 流れ,情 報

の流れ があ り,情 報の流れ は,他 のすべ ての流れ と関連 して,シ ステムの意 志決定機構 を うこかす.

DYNAMOに は,6種 類58個 の方程式が あ り,そ れ らの中か ら適 当な もの をえ らんで,数 学 モデ

ル を作成 す る.シ ミュレー シ ョンは,記 述 され た数学 モデルに したが って,一 定間 隔(DT)ご とに

すす め られ るDT内 では,流 れの レイ トは変 化 しない.

方 程式の種類 は,レ ベル方程式(現 在量 を示 す),レ イ ト方程式(変 化量 を示す),補 助 方程 式,

補 促方程 式(プ リン ト,プ ロッ トのため),特 殊方程式(数 学的関数,遅 れの関数 な ど),初 期値 方

程式 があ り,各 方程式 には,種 類の指示 と型番が それ ぞれ きめ られて い る.

作 成 されたIDモ デルの実行 は,制 御文 によってお こな う.い くつか の制御文 を除 き,入 力す る順

序 は,自 由でよいので,書 きやすい言語 といえ るが,プ ログラムの流れ は,制 御で きない.

2・8ADSL(AnaloguetoDigitalSimulationLanguage)

連 続 系モデルの シ ミュレー シ ョン言語で ある.連 続系では,そ の動特性 が微分方程式で表現 され る

の でモデルは,微 分方程式 が中心 となる.



モデルが大 きい場合に も記述 しやすいよ うに,ADSL言 語 は,初 期条件や初期値 を設定す る事前処

理 の部分であ るINITIALセ グ メ ン ト,微 分 方程 式 を中心 としたモデルの動特性 を記述す る部分 で

あ るDYNAMICセ グメ ン ト,結 果の 評価 な どをす る事 後処 理の部分であ るTERMINALセ グ メ ン

トに大 別 して記述で きる.INITIAL,TERMINALセ グメ ン トは,省 略で きるが,DYNAMICセ

グ メ ン トは省略で きない.こ れ らのセ グメン トは,ADSLの 文 か ら構成 され るセ クシ ョンか ら構成

され る.セ クシ ョンの区切 りとな るのは,上 記のセ グメ ン ト内の文 に,自 動順 序付 けの有無 を指定す

るSORT文,NOSORT文 お よ びセ グメン ト文であ る.

ADSLの 文 は,大 別す ると,微 分方程式 を中心 と した モデルの動特性 を記述 す る構造文 と,パ ラ

メータ,定 数,初 期値,関 数発 生器,テ ー プルに数値 を与 えるデー タ文 と,翻 訳制御文,実 行 制御 文,

出 力制御文 な どの制御文か らな る.

この システムには,34種 のADSL標 準 関数が あるが,FORTRANDの 基 本外部関数 も使用 で き

る.ま た,プ ロセジ ュア関数,マ クロ関数が定 義で きる.FORTRANDの サ ブプログラムの使用 も可

能であ る.ADSLに 備 え られ てい る積分法 は,き ざみ幅が固定の もの と可変の ものがあ り,前 者 に

は,5次 の ミルン予測子修正子法,4次 のルンゲ ・クッタ法,後 者 には固定 きざみル ンゲ クッタ法,

シ ンプソン1/6法,台 形則,オ イラー法,2次 の アダムス法の7種 があ る.こ のほかユーザ定 義関数 も

作成 で きる.

可 変 きざみ幅の積分法の場 合は,そ の許容誤差 は,各 積分法 に独立 に指定 で きる.

ADSLで は,DYNAMOと 同 様に,微 分方程式の計算順 序は,シ ステムが 自動 的に決定 す るため,

ユ ーザは文 の順番 を考 えな くて よい .

上 記 セ グメ ン トの うち,DYNAMICセ グメントでは,こ の 自動順序づ けが な され るが,TERMINAL

セ グ メン トでは,こ れ をお こなわない.こ れ らを変 える文 と して,SORT文,NOSORT文 が ある.

このほか,こ のシステムで は,陰 関数の処理 がで きるので,プ ロセ スの モデルをその まま式 に記 述

で きる.

ADSLシ ス テムは,ADSL言 語 をいったんFORTRANDに なお し,翻 訳 したの ち,必 要な 関数 を

.組 み こみ,シ ミュレーシ ョンの実行 をする.

2・9CLUSTER

ク ラス ター分析のためのア プ リケ ーシ ョンであ る.ク ラス ター分析 は,「 観測 され た特性値 に一 定

の アル ゴリズム を適用 す ることによ り,主 観 をまじえず純然 た る統計手法で 個体 を分類す る」 ことを

目的 とす る.分 類の尺度 としては,集 団の各個体間の 「距離 または類似性の尺度」 を定義 して,最 も

近 い固体 同士か ら順次結合 させてい く.尺 度 とな るのは,(1)ユ ー ク リッ ドの距離,② マハ ラノ ビスの

距離,(3)個 体 間相関係数 であ る.

定 義 され た距離の それ ぞれ に対 して,個 体間,ク ラスター間あ るいは,個 体 とクラスター間で尺度

が計算 され,近 い ものか ら順次結合 してい く.

CLUSTERで は,ク ラスター結 合の アルゴリズム の代表的な もの とされ る次の9種 類 を含んでい る.



・〈1)最 短距離法

② 最長距離法

③ メデ イアン法

(4》 重心法

⑤ 群平均法

(6}可 変 法

(7)モ ー ド法

(8)ワ ー ド法

19)多 重 結合法(WPG法)

(1)～(6)は,組 合せ手法 と総称 され るが,⑧ もそれに含 まれ る.

手 法の適用にあ た っては,各 手法 の特徴,バ ラツキ,集 団の分 布状 況,目 的 および鎖効果,距 離の

単 調非減少性か ら判断 して,数 種の手法 を用 いて検討す る方がよい とい える.

上 記の各手法 を用 いて,結 合 してい く場合,ク ラスターの分類 の基 準,す なわ ち反復計算の停止則

お よび,妥 当性の判定の ための判別分析 では,マ ハ ラノビスの距離 を用 い る.

停 止時の クラスターの条件 一最終の クラス ター個数,分 類比率,反 復 計算 をやめ る距離 または相 関

係数の値,停 止時の分類状況,ク ラスター内に含まれ る最 小の個体数 一 を指定す ることに よ りこれ ら

の グル ープ分けの計算は中止 され る.

分 析の結果は,樹 状図(デ ン ドログラム)に あ らわ され るので,こ れ に よ り分類 の状況 を知 ること

がで きる.

CLUSTERの 適 用分野 としては,本 来の生物学 ・博物学か ら経営科学 まで広 範囲であ る.

CLUSTERシ ス テムは,入 力 モジ ュール,距 離 または類似性の モ ジュール,ク ラス ター分 析のモ

ジ ュール,判 別分析 モジ ュールか ら構成 されて いる。利用 にあた って は,CLUSTER制 御 文,デ ー

タを用意 すれば よい.KEMPF ./Xに よ り作成 され たデータ と互換性が あ るのが特徴 である.

2・10PERT/MANPOWER

PERT(ProgramEvaluatiORandReviewTeehnique)の 手 法 を基礎 とす る,大 規模 なプ ロジ

謀ク トを計画 ・管理す るネ ッ トワーク ・プランニング ・システムであ る.(プ ロジ ェク トとは,終 了

時間が厳格に決め られてお り,日 常業務でな く,1園 か ぎ りの性格 を もつ もの を意味す る),従 来t

土 木,建 設工事な どでは,各 種の作業に分割 した作業 見積書によ って,工 事全体の工程管理 を行 な う

方法が と られて きたが,大 規模な プロジェク トでは夢作業間の相互 関係や時間 ・費用の改善方法が十

分に行 なえない.こ うい った問題点の解決のために,PERTが 開 発 された.

PERTで は,プロ ジ ェク トの中 の個々の作業 を矢線であ らわ し,そ れ らの順序関係 をすべて盛 り

こんだ矢線図 を作成 し,各 作業に要す る日数の見積 りをす る.次 に この矢線図 を もとに全体工期 を計

算 し,こ の全体工期の長 さに直接影響 をおよほす作業 とそれ らの作業 閥の ク リテ ィカルパス を計算す

る方法が と られてい る.



この システムは,上 記の機能(こ の システ ムでは,タ イム計算 とい う)の ほかに,必 要 な資源 を見

積 る山積み計算,資 源の要求量 と許容量 とのバ ランスを考 慮 しスケジ ュール計 算 をお こな う資源平滑

化計算,プ ロジ ェク トの更新計算 をお こな う4つ の機能 を含み・任意 に選択 して使用 で きる.ま た,

ネ ットフ レーム作成上の便宜 をはか り,記 憶領 域 を有効に利用す るた めに,サ ブネ ッ ト形式 を とって

い る.

5お わ り に

これ らの アプ リケ ーシ ョンを利用す る場合 は,該 当す るマニュアル と利用の手 引を参考に して いた

だ きたい.こ れ らの記事 を書 くた めに,次 の資料 を参考に した.

参 考 文 献 資 料 番 号

1.FACOM230-MV/Vr/四MPS解 説 書6020-1005-3

2.FACOM230-60KEMPF/X解 説 書230/60-203-005-1

5.FACOM230-60MULVA/X解 説 書60203006-1

4.FACOM230-60QUANTAS解 説 書230/60-203-004-1

5.FACOM230-MV/VI/冊GPSS解 説 書60204002--2

6.FACOM230-60SOL解 説 書230/60-204--OOI--1

7.FACOM230-50/60DYNAMO解 説 書230/56-204-OO1-3

8.FACOM230-60ADSL解 説 書230/60-204-003-2

9.FACOM230-MVCLUSTER解 説 書60203009-2

10.FACOM230-60PERT/MANPOWER解 説 書230/60-202-002-1


